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校長通信

第５５回体育祭 ―窪舎の丘に歓声響く―
６月19日に体育祭を行いました。新型コロナウィル

ス感染症拡大防止のため，当初予定していた６月６日

の日程を延期し，この日の実施となりました。

昨年と同様に短縮

プログラムによる競技

でしたが，生徒たちは

各種目や応援団の演

舞などに精一杯取り組

み，元気な声援や力強

い太鼓の音が窪舎の丘に響きました。

得点集計の結果，競技の部，応援の部ともに与論

校区が優勝しました。実施に当たって，本校の方針を

御理解いただき，支えてくださった保護者の皆様，地

域の方々，窪舎会の皆様に改めて感謝申し上げます。

ところで，体育祭は，学習

指導要領が定める特別活

動における学校行事の一つ

です。とりわけ体育祭は，自

分の役割を積極的に果た

すことや高校生らしい若さ

を発揮し，互いに協力しながら目標に向かってエネル

ギーを集結していく場であるとともに，リーダーシップ

やフォロワーシップを理解し，お互いに協力することが

成果を上げるということを確認できる貴重な学びの機

会です。生徒のみなさんは，体育祭を通して感じたこ

とや学んだことなどをキャリア・パスポートに書き留め

ておくことが大切です。

体育祭で高められた生徒一人一人の意欲や主体

性が，今後の学習や進路の取組における積極性につ

ながることを期待します。

奄美図書館の「貸出文庫」で朝読書充実
県立奄美図書館の貸出文庫制度で図書を借りま

した。初めての利用となる今回は，高校生に薦めたい

本115冊を選書していただき，送付してもらいました。

借受期間は来年の３月まで。各クラスに20冊程度の

本を，図書委員が定期的に入れ替えながら配置し，

朝読書などで活用します。

ところで，朝読書は，1988年の千葉県のある高校

の取組が先行事例となって全国に広がりました。朝の

読書推進協議会によると，

「みんなでやる」，「毎日や

る」，「好きな本でよい」，

「ただ読むだけ」という朝

読書の４つの原則に基づ

き，現在，小・中・高校全

体の76％にあたる約２万７千校が導入し，約950万

人の児童・生徒が取り組んでいます（岩岡千景『生きる力を

育む「朝の読書」 静寂と集中』2019年，高文研）。

本校は今後も読書活動の充実に努めていきます。

授業拝見②（家庭） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。第２回は家庭です。

１年生の家庭基礎の授業。この日の内容は「共に生きる家

族」です。授業の前半は，イラストに描かれた10パターン

の人々について，家族と思うかどうかを考える設問。生徒た

ちは個別に考えた後，グループ内で自分の考えを伝えたり，

他者の考えを聞いたりします。その後，授業者が各パターン

について生徒を指名して回答と理由を訊きます。異なる意見

をもつ生徒の発言も促すこ

とで，活気ある時間になり

ました。授業者が解説を加

え，さまざまな家族形態が

あることを学びました。

授業の後半は，将来結婚

するとしたときに，パート

ナーの条件として大切にしたいことを選択肢から複数選ぶ設

問。新たな選択肢を自分で作ることも可とし，選択肢ごとの

重要度を合計100ポイントになるように各自が配分します。

全体集計後は，結果から考えられることを共有しました。

家庭科では振り返りを大切にしており，ワークシートでは

設問毎に「このことからどんなことを思ったか，学べたか，

考えたか」を記入する欄を設けています。生徒の一人は授業

の感想を「とても新鮮で楽しく学べた」と語ってくれました。

ところで，家庭科のペーパーテストは昨年度まで期末

考査のみで行っていたため，１回の考査範囲が広く，生

徒の学習への取組や知識の定着に課題がみられました。

今年度は単元毎に主に知識・技能を観るペーパーテスト

を実施することに加え，単元シラバスでレポート課題も

予告するため，生徒の取組も良好になったとのことです。

クラス毎に仕分けた貸出文庫を各教室へ
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校長講話から 自分の足下を掘れ そこに泉がある／地域を知ること（令和３年６月21日 全校朝礼）

おはようございます。先日の体育祭は，感染症対策
のため，短縮プログラムによる実施となりましたが，競
技や応援団の演舞など，生徒一人一人が精一杯力
を出し切った体育祭になったと思います。
ところで，本校のように校区対抗で行う高校の体

育祭は，実は多くはありません。私がこれまで勤務し
た高校の体育祭はすべて学年対抗でした。応援団の
演舞やエイサーなど，自分たちが当たり前と思ってい
ることが，他地域の人から見ればとても特色のある取
組だったりします。本校の特色や伝統を大切に受け継
ぎ，工夫を加えながら，来年こそは通常プログラムで
の体育祭が実施できることを願いたいと思います。
さて，５月末の総合的な探究の時間では，１・２年生

が地域の方々との対話会を行いました。参加して分
かったと思いますが，地域には魅力的な生き方をして
いる素敵な方々が大勢いらっしゃいます。もっと話を聴
きたいと思った人もいたのではないでしょうか。
この対話会のほかにも，インターンシップや職業講

話といった学校行事への協力など，本校の生徒のた
めに汗をかき，応援して下さる方が大勢いらっしゃい
ます。自分にとっては身近な大人や見慣れた地域の
取組であっても，一つ一つの存在の意味をしっかりと
理解して，その価値やねうちを見出し，自分の今後の
生き方につないでいくことが大切です。
19世紀ドイツの哲学者フリードリヒ・ニーチェは，こ

のような言葉を遺しています。

きみの立っている場所を深く掘り下げてみよ。泉はその

足下にある。
あしもと

ここではない何処か遠くの場所に，見知らぬ異国の地に，
ど こ

自分の探しているもの，自分に最もあったものを探そうと

する若者のなんと多いことか。

実は，自分の視線が一度も向けられたことのない自分の

足の下にこそ，汲めども尽きせぬ泉がある。求めるものが
く

埋まっている。自分に与えられた多くの宝が眠っている。

自分の足下を掘るとは，自分の手元や身近にある
ものに価値を見出し，その価値を信じて生かし切るこ
とであると言えます。その一つ一つの行いが自分を新
しく築き，いかようにも変えていくことになるのです。
例えば，体育祭や応援団の取組を通して感じたこ

とや学んだことを自分のこれからの学校生活に生か
すこともその一つです。また，「自分が将来何をやりた
いのか」，「10年後にどのような生き方をしていたい
のか」ということを突き詰めて考え，そのために現在
の自分が何をすべきかを見出し，行動に移すというこ
ともその一つです。
あるいは，総合的な探究の時間の取組を通して，み

なさん一人一人が地域を知り，その良さや課題を発
見し，解決に向けて深く考えることも，ニーチェの言う，
汲めども尽きせぬ泉を発見することであり，自分に与

えられた多くの宝を手にすることにもつながります。
どのような理想や目標を掲げるにしても，今の自分

から始めるしかありません。今日自ら行ったことのみ
が，明日の自分をつくります。今の自分の現状を謙虚
に受け止め，こつこつと地道にやり続けたその先に，
自分にしか到達できない泉があるのだと思います。
ところで，地域の課題ということに関連して，１冊の

本を紹介します。木下斉 さんの『地元がヤバい…と
きのしたひとし

思ったら読む 凡人のための地域再生入門』です。
筆者の木下さんは，高校在学中に地域づくりに参

画したことを発端として，数々の地域活性化事業に携
わってきた方で，現在は事業開発だけでなく，地方政
策に関する提言なども活発に続けておられます。この
本は，木下さんの地域再生のノウハウや経験を基に
小説形式で綴った作品です。
主人公は東京で働く33歳の平凡な会社員。ひょん

なことから地元で小さな商店を営んでいる自分の実
家を活かしたビジネスを始めることになり，やがて地
域の活性化に取り組むことになるというのが物語の
大筋です。
主人公はつまづき，時に大失敗しながらも，学んだ

り周りの人たちから助けてもらいながら，着実に地域
を元気にしていきます。高校時代には，衰退していく
街の印象しかなかった地元に，新たな可能性を見出
したのです。まさにニーチェの言葉どおり，主人公は
自分の足下を掘り下げ，泉にたどり着いたのです。
タイトルに「凡人のための…」とあるのは，地域活

性化にスーパーマンは必要ないという筆者の思いが
込められています。それぞれの役割を果たす「よき仲
間」を見つけ，地味であっても取組を継続していけ
ば，成果は着実に積み上がっていきます。その中核と
なる仲間と共に取り組みを続けていけば，気づかない
うちに地元を超え，全国や海外に仲間ができるように
なり，人生は豊かになり，地域も新たな活力を持つよ
うになっていくという展開も見えてきます。
この本には，実際の地域再生に役立つように，筆者

の実際の体験に基づいた地域活性化の事例などが
注釈やコラムとして豊富に織り込まれています。小説
としても大変面白いですが，地域活性化の実践書と
して読むこともできますので，地域を盛り上げたいと
いう思いを持っている人に勧めたい本です。
この他に，地域の未来を考える上で参考になる本

も併せて図書室に置きますので，是非手にとって読ん
でみて下さい。
１学期の終業式まで残り１か月を切りました。自分

の足下を掘り下げ，悔いの残らないよう毎日を大切に
過ごして下さい。□

【引用・参考文献】フリードリヒ・ニーチェ（白取春彦 編訳）『超訳 ニーチェの言葉』

2010年，ディスカバー・トゥエンティワン／木下 斉『地元がヤバい…と思ったら読む

凡人のための地域再生入門』2018年，ダイヤモンド社


